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1   はじめに 

ペロブスカイト型マンガン酸化物 RMnO3 (R は希

土類イオン)は、Aサイトのイオン半径を変化させる

ことによって、様々な磁気構造が現れる。TbMnO3

は降温によって共線的な長周期磁気構造かららせん

磁気構造への相転移が起こり、それと同時に強誘電

性分極が発現する。磁気秩序と強誘電性分極が同時

に生じるマルチフェロイクス（多重強秩序系）とな

る。らせん磁気構造では、逆 Dzyaloshinskii-Moriya

モデルによって強誘電性分極の発現が説明されてい

る。TbMnO3では磁場を印加することによって強誘

電性分極が c軸から a軸方向へと 90°回転すること

が観測されている[1,2]。さらに GdMnO3との混晶に

より、A サイトの平均イオン半径を調整することで

も、強誘電性分極の回転が生じることも知られてい

る[3]。本研究では a軸方向と c軸方向にそれぞれ電

気分極を生じる強誘電相の相境界近傍の物質となる

Ga0.5Tb0.5MnO3において光による相制御を研究した。 

2   実験 

単結晶の Ga0.5Tb0.5MnO3を FZ 法によって作製し
た。長周期磁気秩序に由来した超格子反射は、PFの
BL-3Aの 4軸回折計を用いて行った。 

 

3   結果および考察 

Ga0.5Tb0.5MnO3は 40 K 以下で共線的な長周期磁気

構造となり、24 K 以下でスピンが bc 面内に回転す

るらせん磁気構造となり、c 軸方向への電気分極を

もつ強誘電相となる。X 線回折実験では、長周期磁

気構造に由来した格子歪みを測定し、強誘電性転移

に伴って非整合な変調波数になることを観測した。

さらに、温度を低下すると、格子変調波数が非整合

-整合(IC-C)転移を起こすことを観測した。TbMnO3

における磁場印加や、GdMnO3との混晶によって起

きる強誘電性分極の回転は、同様に IC-C 転移を伴

っていることから、本系でも強誘電性分極の回転を

伴っている可能性が考えられる。強誘電性分極の測

定では、c 軸の強誘電性分極のみしか観測されてい

ないことから、X 線を照射することによって発現し

たと考えられる。 

X 線の照射する効果を明確にするために、X 線を

当てずに温度変化させ、その後、X 線を照射し、超

格子反射の時間変化を測定した。その結果、10 Kで

は非整合の変調波数であったが、X 線の照射に伴っ

て整合の変調波数へと変化することが観測された。

この結果、X 線を照射することで、強誘電性分極が

c 軸方向から a 軸方向へと回転したと考えられる。

逆に 23 K では、変調波数が整合から非整合へと変

化し、X 線の照射によって a 軸方向から c 軸方向へ

の強誘電性分極の回転が起きていると考えられる。 

 

 
 

図 1: Ga0.5Tb0.5MnO3における超格子反射の X線照

射時間依存性。 
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4   まとめ 

二 つ の 強 誘 電 相 の 相 境 界 近 傍 で あ る

Ga0.5Tb0.5MnO3において X 線を照射することによっ

て磁気変調波数に非整合-整合転移が起きることを

観測した。X 線の照射によって強誘電性分極の回転

が起きていると考えられる。 
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